
はじめに

調査結果

名古屋 尾張 三河 愛知県

89.8% 84.4% 84.0% 85.7%

55.8% 47.7% 39.5% 47.0%

設問1～10は学校（園）の状況（平成26年6月現在）についてになります。ご注意ください。
＜学校給食とアレルギーについて＞

名古屋 尾張 三河 愛知県

75.8% 37.8% 51.0% 53.0%

24.2% 62.2% 49.0% 47.0%

問2：職員を対象としたエピペン講習会（等）（アレルギー講習を含む）について
名古屋 尾張 三河 愛知県

59.1% 54.2% 57.3% 56.6%

32.6% 30.3% 31.7% 31.5%

8.3% 15.5% 11.0% 11.9%

名古屋 尾張 三河 愛知県

87.4% 69.7% 74.9% 76.4%

12.6% 30.3% 25.1% 23.6%

問4：アレルギー緊急時対応マニュアルは周知されていますか？

名古屋 尾張 三河 愛知県

93.4% 87.7% 88.4% 89.7%

6.6% 12.3% 11.6% 10.3%

問5：アナフィラキシー発生時の緊急連絡体制は整備されていますか？
名古屋 尾張 三河 愛知県

91.2% 83.2% 80.6% 84.4%

8.8% 16.8% 19.4% 15.6%

問6：エピペンを実際に学校に持ってきている児童・生徒はいますか？

名古屋 尾張 三河 愛知県

48.2% 39.1% 33.8% 42.5%

平均人数 0.9 0.6 0.5 0.7

問7：学校（園）で毒物・劇物は保管されていますか？
名古屋 尾張 三河 愛知県

64.4% 89.1% 86.7% 81.5%
35.6% 10.9% 13.3% 18.5%

近年、食物アレルギーは増加傾向にあり、その対策として緊急対処薬（アドレナリン注射液「エピペン」）を携帯して
いる児童・生徒も増えてきました。　昨年度の県内一斉調査では愛知県下で23.7％と多いものとなってきています。
食物アレルギーを起こさない学校給食の安全な実施はもちろんですが、万が一事故が発生した際の迅速且つ適切
な対応が非常に大事でありまる。先生方の現状について把握し、会の基礎資料とし今後の活動に役立てるために
調査を実施しました。

平成26年度　県内一斉調査

－学校環境衛生活動に関する実態調査－

愛知県学校薬剤師会

一部の職員に周知されている

回答率

ネットからの回答率

問1：学校（園）でアレルギー対応委員会（等）は設置されていますか？

いる

いない

はい

はい

いいえ

全職員を対象に講習会を行われた（伝達講習を含む）　

代表者が講習会を受講した

行われていない

問3：学校（園）でアレルギー緊急時対応マニュアルは設置されていますか？

いる
いない

いいえ

全職員に周知されている

学校数



問8：学校（園）で毒物・劇物による危害防止に関する規定は作成されていますか？
名古屋 尾張 三河 愛知県

69.7% 71.0% 70.2% 70.3%

30.3% 29.0% 29.8% 29.7%

問9：学校（園）で薬品（毒物・劇物を含む）の管理簿は作成されていますか？
名古屋 尾張 三河 愛知県

86.1% 91.6% 90.1% 89.6%

13.9% 8.4% 9.9% 10.4%

問10：学校（園）から薬品（毒物・劇物を含む）廃棄の相談がありましたか？
名古屋 尾張 三河 愛知県

16.9% 15.8% 16.5% 16.4%

83.1% 84.2% 83.5% 83.6%

＜薬物乱用防止教育・くすり教育等について＞
問11：平成25年度の学校（園）での活動についてお聞きします（複数回答可） 

名古屋 尾張 三河 愛知県

17.7% 20.6% 21.1% 20.0%

17.4% 10.5% 10.8% 12.5%

薬品（医薬品・毒物・劇物等）について話をした 9.3% 5.3% 6.7% 6.9%

食物アレルギー（エピペン）について話をした 10.6% 10.9% 12.0% 11.2%

話はしなかった 66.7% 69.1% 67.1% 67.7%

いる

いない

薬物乱用防止（たばこ・アルコールを含む）の話をした

くすりのお話をした

いる

いない

いる

いない


